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は
じ
め
に

　

平
成
24
年
度
に
公
表
さ
れ
た
新

た
な
被
害
想
定
を
踏
ま
え
、
平
成

25
年
度
か
ら
34
年
度
に
お
け
る
減

災
目
標
と
減
災
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
取
組
を
体
系
化
し
た
「
横

浜
市
地
震
防
災
戦
略
」
を
平
成
25

年
度
に
策
定
し
た
。

　

策
定
か
ら
３
年
目
を
迎
え
た
戦

略
の
見
直
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
迎

え
、
市
民
の
防
災
・
減
災
の
取
組

や
自
助
・
共
助
の
意
識
に
関
す
る

現
状
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
取
り
組
む
べ
き
防
災
・
減

災
行
動
に
つ
い
て
、
全
市
的
な
普

及
啓
発
の
促
進
及
び
効
果
的
な
施

策
検
討
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
27
年
度
に

横
浜
市
民
の
危
機
管
理
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
。

　

本
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
震
災
対

策
を
中
心
に
、
大
地
震
に
対
す
る

意
識
や
、
日
頃
の
家
庭
で
の
防
災

対
策
（
い
わ
ゆ
る
自
助
）、
地
域

で
の
取
組
（
い
わ
ゆ
る
共
助
）
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

調
査
の
結
果
、
集
計
さ
れ
た
値

を
も
と
に
、
横
浜
市
民
の
防
災
・

減
災
へ
の
意
識
や
実
際
の
行
動
に

つ
い
て
確
認
し
て
み
た
い
。

２

��「
自
助
」「
共
助
」
の
認
知
度

　
「
自
助
」
と
は
、
自
ら
の
身
を

守
り
、
備
え
る
こ
と
、「
共
助
」

と
は
、
地
域
で
の
助
け
合
い
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
や
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な

大
規
模
広
域
災
害
時
に
は
、
行
政

が
行
う
い
わ
ゆ
る
「
公
助
」
の
限

界
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、

「
自
助
」「
共
助
」
の
重
要
性
が
増

し
て
い
る
。
本
市
で
は
、「
自
助
」

「
共
助
」
の
大
切
さ
を
広
く
市
民

の
共
通
認
識
と
し
、
世
代
を
超
え

て
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
そ
し

て
、
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
を
風

化
さ
せ
な
い
た
め
、「
よ
こ
は
ま

地
震
防
災
市
民
憲
章
」
を
平
成
25

年
３
月
に
制
定
し
た
。

　
「「
自
助
」「
共
助
」
と
い
う
言

葉
を
知
っ
て
い
る
か
」（
認
知
度
）

と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
聞
い

た
こ
と
も
あ
る
し
、
意
味
も
知
っ

て
い
る
」
と
の
回
答
が
、「
自
助
」

「
共
助
」
い
ず
れ
も
約
25
％
程
度

と
な
っ
た
（
図
１
）。

　

認
知
度
を
10
歳
毎
の
年
代
別
に

み
る
と
、
も
っ
と
も
低
い
世
代

は
、「
自
助
」「
共
助
」
と
も
に
10

代
で
２
割
を
下
回
り
、
も
っ
と
も

高
い
世
代
は
、「
自
助
」「
共
助
」

と
も
に
60
代
で
３
割
を
上
回
っ
た

（
図
２
、
３
）。

３

��

大
地
震
へ
の
意
識
と
対
策

　
「
大
地
震
が
近
く
起
き
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
不
安
を
感
じ
て

い
る
か
」
に
つ
い
て
は
、「
強
く

感
じ
て
い
る
」「
多
少
感
じ
て
い

る
」
合
わ
せ
て
90
・
２
％
で
あ
っ

た
（
図
４
）。
そ
し
て
、
具
体
的

に
「
大
地
震
発
生
時
に
何
が
心
配

か
」（
複
数
回
答
可
）
に
つ
い
て

は
、「
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
の
供

給
停
止
」（
62
・
０
％
）
が
最
も

多
い
回
答
で
あ
り
、
以
下「
家
屋
・

建
物
の
倒
壊
」（
53
・
５
％
）、「
食

料
や
飲
料
水
な
ど
の
不
足
」

（
53
・
２
％
）、「
家
族
や
友
人
の

安
否
」（
40
・
５
％
）、「
火
災
の

発
生
」（
48
・
０
％
）
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
点
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
一
方
で
、
具
体
的
な
対
策

に
つ
い
て
は
進
ち
ょ
く
が
芳
し
く

な
い
結
果
と
な
っ
た
。「
自
宅
で

は
、
地
震
に
よ
っ
て
倒
壊
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
家
具
類
（
タ
ン
ス
や

食
器
棚
等
）
を
固
定
し
て
い
る

《3》 

東
日
本
大
震
災
以
降
の
横
浜
の
取
組

調査地域：横浜市全域

調査対象：横浜市内に居住する満15歳以上の　　　
　　　　　男女個人（外国人市民を含む）

標　本　数：10,000標本

抽出方法：住民基本台帳から無作為抽出

調査方法：郵送（配布・回収）による自記入　　　
　　　　　方式　無記名

調査期間：平成27年6月29日～7月15日

回収結果：有効回答数3,217（有効回収率32.2％）

表１　横浜市民の危機管理
　　　アンケート調査の概要

図１　「自助」「共助」「よこはま地震 
　　　防災市民憲章」の認知度
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聞いたこともあるし、意味も知っている   

か
」と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
家

具
を
固
定
し
て
い
な
い
」
と
い
う

回
答
は
40
・
３
％
で
あ
っ
た
。
そ

の
理
由
の
１
位
は
、「
必
要
性
を

感
じ
な
い
か
ら
」
で
23
・
７
％
、

２
位
は
「
手
間
が
か
か
り
、
面
倒

だ
か
ら
」で
23
・
０
％
で
あ
っ
た
。
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ま
た
、
自
宅
が
昭
和
56
年
５
月
以

前
（
旧
耐
震
基
準
）
に
建
て
ら
れ

た
建
物
に
つ
い
て
の
耐
震
対
策
に

つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、「
耐

震
診
断
、
耐
震
改
修
等
を
実
施
す

る
予
定
は
な
い
」
と
の
回
答
が
、

39
・
１
％
と
も
っ
と
も
高
か
っ

た
。
そ
の
理
由
の
１
位
は
、「
費

用
が
か
か
る
た
め
」
57
・
０
％
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
家
庭
で
、

震
災
に
備
え
て
何
日
分
の
食
料
、

飲
料
水
を
準
備
し
て
い
る
か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
て
は
、「
３
日

分
」
と
の
回
答
が
も
っ
と
も
高

か
っ
た
も
の
の（
26
・
７
％
）、「
準

備
し
て
い
な
い
」
と
い
う
回
答
が

２
番
目
に
高
い
回
答
と
な
っ
た

（
22
・
０
％
）。
準
備
し
て
い
な
い

理
由
は
、
1
位
が
「
保
管
す
る
場

所
が
な
い
」（
22
・
０
％
）
で
、

以
下
、「
何
を
準
備
す
れ
ば
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
」（
17
・
８
％
）、

「
特
に
な
し
」（
13
・
５
％
）、「
急

い
で
準
備
す
る
必
要
は
な
い
」（�

12
・
４
％
）
で
あ
っ
た
。

４

��

研
修
や
訓
練
へ
の
参
加

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
倒
壊
し

た
自
宅
か
ら
救
出
さ
れ
た
事
例

や
、
津
波
か
ら
近
隣
住
民
が
協
力

し
合
い
避
難
し
た
例
、
避
難
所
へ

の
避
難
や
運
営
な
ど
、
地
域
に
お

け
る
助
け
合
い
「
共
助
」
の
力
が

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
（
Ｈ
26

防
災
白
書
）。

　

そ
こ
で
地
域
で
の
取
組
と
し

て
、「
研
修
や
訓
練
等
に
参
加
し

た
こ
と
が
あ
る
か
」
と
い
う
質
問

を
し
た
と
こ
ろ
、「
何
も
参
加
し

て
い
な
い
」（
52
・
１
％
）
が
も
っ

と
も
高
い
結
果
で
あ
っ
た
。
参
加

し
な
い
理
由
は
、
１
位
が
「
い
つ

ど
こ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
か
知
ら

な
い
」（
49
・
２
％
）
で
あ
り
、

２
位
が
「
時
間
が
な
い
」（
19
・

５
％
）
で
あ
っ
た
（
図
５
）。

５

��

各
種
広
報
物
の
認
知
度

　

本
市
で
は
、
市
民
の
「
自
助
」

「
共
助
」
を
取
組
の
参
考
と
な
る

よ
う
、
家
庭
や
地
域
で
日
頃
か
ら

備
え
て
お
く
べ
き
内
容
を
ま
と
め

た
減
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
わ
が
家

の
地
震
対
策
」
を
震
災
対
策
の
啓

発
の
要
と
し
て
お
り
、
平
成
25
年

度
に
全
戸
配
布
を
行
っ
た
。
ま

た
、
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、
崖
崩
れ

災
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
や
崖
崩

れ
が
発
生
し
た
場
合
に
、
適
切
な

避
難
行
動
を
市
民
が
取
れ
る
よ

う
、「
大
雨
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
」（
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
）
を
作
成
し
、
27
年
度
に
全
戸

配
布
を
行
っ
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
各
種
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
な
ど
の
広
報
物
を
作
成
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の「
広

報
物
を
知
っ
て
い
る
か
」
質
問
し

た
。
前
出
の
「
わ
が
家
の
地
震
対

策
」
は
54
・
４
％
が
「
知
ら
な
い
」、

「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

は
67
・
５
％
が
「
知
ら
な
い
」
と

回
答
し
た
（
図
６
）。

　

特
に
「
わ
が
家
の
地
震
対
策
」

は
、
世
代
別
で
は
10
代
、
20
代
の

認
知
度
が
低
い
結
果
と
な
っ
た

が
、
30
代
、
40
代
で
も
６
割
以
上

が「
知
ら
な
い
」と
の
結
果
と
な
っ

た
。

６

��
お
わ
り
に

　

結
果
を
振
り
返
る
と
、
市
民
は

地
震
に
対
す
る
不
安
は
あ
る
も
の

の
、
実
際
の
行
動
に
結
び
つ
い
て

い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
理

由
は
様
々
で
あ
る
が
、
や
は
り
行

政
に
よ
る
市
民
一
人
一
人
の
危
機

意
識
の
醸
成
も
必
要
で
あ
る
と
と

も
に
、
費
用
や
場
所
な
ど
の
課
題

も
あ
る
こ
と
が
改
め
て
わ
か
る
。

　

ま
た
、
市
民
が
地
域
で
行
わ
れ

る
訓
練
や
本
市
が
実
施
す
る
研
修

等
に
参
加
し
、
災
害
時
に
備
え
る

こ
と
が
大
切
な
の
は
説
明
す
る
ま

で
も
な
い
が
、
住
民
へ
の
周
知
の

方
法
や
必
要
性
の
啓
発
に
つ
い
て

一
層
の
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

質
問
項
目
は
本
稿
に
掲
載
し
た

も
の
も
含
め
、
30
問
超
に
わ
た

る
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、

今
後
、
市
民
の
「
自
助
」「
共
助
」

の
取
組
が
一
層
進
む
よ
う
支
援
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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図４　大地震への不安感
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図３　年代別「共助」の認知度

図６　各種ハザードマップの認知度

図２　年代別「自助」の認知度

図５　年代別研修や訓練に参加しない理由
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